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今月の特集

5月
文化会館図書室にて開催

アイデアとコツでもっと 満喫！
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「 川根本町インターネット図書室 」では
新刊の詳しい情報や 蔵書の検索が可能です。
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民話や伝承に隠された
様々な謎を解き明かす

☆ 開室時間：午前９時～午後５時
☆休室日 : 月曜日・第３日曜日（２１日）
☆ やまびこ号巡回６コース

かわねフォン、町のホームページでご確認いただけます。

なお、年間予定表は図書室で配布しています。

・文化会館図書室（小長井）
・山村開発センター図書室（上長尾）
・移動図書館車やまびこ号：川根本町内６コース

TEL：0547-59-3106（文化会館）
TEL：0547-56-2231（山村開発センター）



◎ 新着図書

● 『ぬすびと 』 寺地はるな著 双葉社

菓子メーカーの創業一家・南雲家から子守役として雇わ

た鳴海。そこで出会ったのは、気難しい少年の栄輝と、

美しい年上の奥様・彌栄子だった。次第に心を通わせて

いく三人だったが、ある出来事をきっかけに、彌栄子から

「二度と会わない」と鳴海は突き放され、関係が途絶えて

しまう。 20年後、栄輝から電話がきて…。

江戸時代の全盲の国学者・塙保己一。幼少期に失明す

るも、学問を志し、やがて国内最大の叢書『群書類従』の

編纂という、前代未聞の大事業に取り掛かる。類稀なる

記憶力で、学者として輝かしい経歴を築いていく保己一

だったが、その傍らに常にあったのは、晴眼者の妻、学

者仲間、弟子らとの、すれ違いだった。

● 『 見えるか保己一』 蟬谷めぐ実著 KADOKAWA ● 『俺の恋バナを聞いてくれ 』
新川帆立著 小学館

必死に勉強して東京大学に入り外資系戦略コンサルに

就職した瓜生尊はある日合コンに参加する。しかし後日、

SNSに「合コンに行ったら出てきたハイスぺ男が最悪だっ
た話」というマンガがアップされ…。不器用な男たちのポッ
プでビターな物語、全6編を収録。

●『ノーメイク鑑定士 』
石田夏穂著 中央公論新社

御社にスッピン社員がいる」という取引先の一言から、塗

装会社の営業部員・中村に、「スッピン女子捜し」の密命

が下る！あの手この手で同僚たちの化粧事情を探る中

村。しかし、彼女には秘密があった――。新時代のお仕
事小説全四篇！

● 『すべてが円くなるように 』

原田マハ 著 幻冬舎

● 『マリコは国宝を観た!!  』
林真理子著 文藝春秋

「川根本町インターネット図書室」では新刊の詳しい情報や
蔵書の検索が可能です。

日大理事長、文学賞選考委員、さらなる推し活、そして

「国宝」ブームを予想? マリコの今が分かる『週刊文春』の
人気ご長寿連載エッセイ、ついに37巻！

展覧会を一目見ることができたら、フェルメールに捧げ
る物語を書くときめ、作家の私はアムステルダムに向
かった。（「フェルメールとの約束」）

パリで設計事務所を営む祖母に憧れ、建築の勉強をし
ている杏樹。祖母からシャルロット・ペリアンの写真を見
せられ、衝撃を受ける。（「あの日のエール」）ほか、真
珠がつなぐ人生と夢を描く短編集。

おすすめ図書

山村開発センター
図書室所蔵

『新庄剛志の名言』

● 『パンダゴロン 』
きくちちき作 Gakken

パンダはね、竹を食べるのが好き、ゴ

ロンゴロンするのが大好き。パンダの

ところへ遊びにきた森の動物たちも、

みんなゴロンゴロンして…。パンダをお
おらかに、ユーモラスに描いた絵本。

桑原晃弥著 ぱる出版

派手なパフォーマンス、目立ちたがり屋、そして整形。その外見的イメージとは裏腹に、実はかな
りの努力家であり、したたかな策士でもある新庄剛志。そのギャップに触れるにつき、どこか気に
なる存在だったが、整形した顔への違和感からか、次第にその興味が薄れつつあった。ところが、
本書を読む中で、彼の宇宙人的ともいえる独特の面白さに一気に引き込まれてしまった。

MLBへの挑戦。48歳でのプロ野球選手復帰への挑戦。日本ハムの監督就任後は、若手選手の育成
力を高く評価されている現在である。その野球人としての人生は数多の挑戦と失敗に彩られ、私生
活では20億円もの大金を信頼する人に奪われるなど、想像を絶する闇も経験している。

「一寸先は光。何が起こるかわからないけど、何が起きても楽しくしてみせる。そうやって生きて
いれば、きっと楽しくなるから。」難しいボールを軽やかにそのグラブでさばいて見せるように新
庄はその人生観を語る。

そのしなやかな強さを支える、圧倒的な努力と明るさ。そのエネルギーに触れることができる本書
には多くの勇気をもらった。 図書室スタッフS

野球への興味はないけれど、新庄の動向は少し気になる

●『 たびたび 』 さくらももこ著 新潮社

ミッフィーちゃんのブルーナさんに会いに行ったユトレヒト、

美しすぎた夏の富良野、大感動＆大好きなバリ。国内も

海外も、世界のどこを旅しても、ももこがいればそこに笑

いあり。めくるたびに、面白い！ももこワールド全開＆大

爆発！ お久しぶりの旅の本！


